
水質事故件数資料（平成 30年） 

 

 

長岡市内では、毎年、約 40 件の水質事故が発生しています。特に、暖房器具を

使用する冬期間に発生件数が多く、平成 30年は、水質事故全 50件中、油流出によ

るものが 49件でした。 

発生原因は、ホームタンクから小分け中にその場を離れたなどの「取扱いミス」

によるものが 25件（原因判明事案（34件）の 73％）を占めています。 

 

 

≪平成 30年 水質事故の概要（件）≫ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

種類 件数 

油流出 ４９ 

白濁 ０ 

その他 １ 

合計 ５０ 

発生原因 件数 

取扱いミス ２５ 

配管等破損 １ 

交通事故 ４ 

その他 ４ 

不明 １５ 

取扱いミス

73%
配管等破損

３%

交通事故

12%

その他

12%

図 油流出事故の発生原因割合 ※

油流出 49件のうち 

 

取扱いミス 25件 

（73％） 

油流出事故の発生原因第１位 

※ 原因判明分 34件の内訳 


